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『国生み イザナギ イザナミ』
文・絵／飯野和好
1,540円（パイ インターナショナル）

はるか昔、イザナギとイザナミの２柱
の神が日本の島々を生みました。やが
て火の神を生んだイザナミは黄泉の国
へ。日本のはじまりを描く壮大な「国生
み」の神話が迫力いっぱいに描かれま
す。「日本の神話」シリーズ全５巻。

『さるじぞう』
再話／大黒みほ　絵／斎藤隆夫
1,430円（あすなろ書房）

川辺で大福をたらふく食べて眠くな
ってしまったおじいさんは、そのま
ま眠ってしまいました。それを見つ
けたサルたちはお地蔵さんと間違
えて、おじいさんを川向こうのお堂
へ運ぼうと川を渡ろうとします。

『マーヤのさるたいじ　
	 女の子の昔話えほん 日本のおはなし』
再話／中脇初枝　絵／唐木みゆ
1,870円（偕成社）

川で拾った桃の種から木を育てたマーヤ。ず
るいサルに実をとられてしまい、退治に出か
けます。道中で出会った仲間たちと力を合わ
せ、サルをこらしめられるかな？　女の子が
主人公の沖永良部島に伝わる昔ばなしです。

『シマフクロウとサケ　
	 アイヌのカムイユカラ〈神謡〉より』
古布絵制作・再話／宇梶静江
品切れ中（藤原書店）

炎のように輝く大きな目のシマフクロウ
は、村を見守る神の鳥。ところが群れの
はしを泳ぐサケがあざ笑います。すると、
瞬く間に海は干上がり……。自然への畏
怖を伝える神謡を、古布とアイヌ伝統の
刺しゅうで綴り、描きだします。

『えすがたにょうぼう』
文／今江祥智　絵／赤羽末吉
1,650円（BL出版）

働き者の門太は夕顔の花のような美しい
女房を得ますが、女房のことが気になっ
て仕事にならず、絵姿を畑に持参します。
その絵が殿さまの目にとまり女房を奪わ
れるも、笑顔にできたのは門太だけ。愛
と知恵で女房を取り戻す爽快な民話。

『おんぶおばけ 
	日本むかしばなし』
文・絵／いもとようこ
1,650円（金の星社）

村人たちが恐れる「おんぶおばけ」。けれ
ど、ひとりのおばあさんが「わしがおんぶ
してやるわい」と言い、子守歌まで歌って
やります。おばけはうれしそうに背中に
ゆられ、その姿はやがて……。

『３びきのくま』
脚本／はせがわさとみ　
絵／和歌山静子
2,090円（童心社）

散歩に出かけたクマの家に、ひと
りの女の子がやってきます。スープ
も、椅子も、ベッドも「大きい」「中
くらい」「小さい」と全部試してみ
て……。怖いもの知らずな女の子
とクマの出会いを描いたイギリス
の民話。

『みっつのねがいごと』
脚本／やえがしなおこ　絵／伊野孝行
1,540円（童心社）

木こりが森で木を切ろうとすると、
木の妖精があらわれ、木を切らな
いなら３つの願いごとをかなえる
と言いました。木こりは切らずに
家へ戻りますが、つい「ソーセージ
が食べたい！」と言ってしまいます。

『ひよこ と ねこ』
脚本／重松彌佐　絵／村田エミコ
2,090円（童心社）

大好きなケーキを焼いてもらうた
めに、ヒヨコが薪を拾いに行くと、
ネコに会いました。食べられそう
になったヒヨコは、ケーキを食べ
に来るように言って、逃がしても
らいますが、ついケーキを全部食
べてしまいました。

『おむすびころりん』
脚本・絵／長野ヒデ子
1,650円（童心社）

おばあさんのにぎったおむすびを持って、おじ
いさんは薪を切りに出かけました。おむすびは

「ころころころ～」と転がって、穴の中へ。あとを
追ったおじいさんが出会ったのは……。画面を
抜くたびに楽しさが広がります。

『はじめての やぎとライオン』
絵／小山友子　
1,925円（教育画劇）

激しい夕立にあってしまったヤギは、ライオ
ンの家で雨宿りをさせてもらうことになりま
した。親切そうなライオンですが、自分を食
べようとしていると気づいたヤギは……。

『こたろうとりゅう』
脚本／津田真一　絵／ザ・キャビンカンパニー
2,090円（童心社）

竜の子として生まれたこたろうは、人間の村
で育ちました。貧しい村を救うために旅立ち、
母親の竜と力を合わせて岩山を突き崩し、湖
の水を流します。長野の伝説をもとにした壮
大な物語を、迫力ある絵で描きます。

『わらのうし』
脚本／八百板洋子　絵／日紫喜洋子
2,090円（童心社）

おばあさんに言われて、おじいさんがつくった
「わらのうし」。タールを塗って草原に連れて
いくと、クマやオオカミ、キツネがぴたっとく
っついてしまいます。わらのうしによって、貧
しい暮らしは思いがけない方向へ。
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『へんしん みず！』
構成・文／川村康文、小林尚美　
写真／遠藤 宏
1,540円（岩崎書店）

触れるけれど、つかめない水を水風船に入れて凍らしてみた
ら、カチコチになりました。割ってかけらになったものをお
鍋に入れてあたためると、あっという間にとけて、さらに水
は変身します。

『シロツメクサはともだち』
作／鈴木 純
1,540円（ブロンズ新社）

道端に咲く白い花、シロツメクサ
はまん丸の花のようですが、実
は小さな花が集まっていて、その
数は100個くらいあることも！　
花がしおれて、種ができ、また芽
が出て育っていく様子を追って
いきます。

『くだもののはな 
 なんのはな？』
構成・文／宮崎祥子　
写真／網野文絵
1,540円（岩崎書店）

小さな黄色い花は何の花？　バ
ナナの花でした。松ぼっくりのよ
うな紫の花は、パイナップル。お
しべに囲まれたまん丸頭のめし
べの花は、みかん。果物の花の、
どの部分が大きくなって実にな
るのかもよくわかります。

『ひき石と24丁のとうふ』
作／大西暢夫
1,760円（アリス館）

人里離れた誰もいない山の中に、
一軒のお豆腐屋さんがありました。
目があまりよく見えない90歳を超
えたミナおばあちゃんは、二升五合
の大豆を6時間かけてひき石でひい
て、豆腐をつくります。

『やっぱり じゃない！』
作／チョーヒカル
1,694円（フレーベル館）

こんがり焼けたおいしそうな
ピザと思ったら、カボチャで
した。甘ーい和菓子、じゃな
くて、みかん。小さい魚じゃな
くて、豆など、見た目で想像す
るのとはまったく違うものが
どんどんあらわれます。

『たいせつなたまご』
作／キッチンミノル
1,320円（白泉社）

ハコニワ・ファームの朝は、ニワ
トリたちの健康チェックから始
まります。エサやり、水やり、フ
ンの始末や道具の掃除、いろい
ろな人が働くなか、ニワトリたち
が卵を産み落としました。

『うまれたよ！ ヤモリ』
写真・文／関 慎太郎
2,640円（岩崎書店）

昼間は物陰に隠れ、狭い隙間をいくヤ
モリは、暗くて人目につかない場所に
卵を産みます。お母さんヤモリは年に
1回から３回、一度に2個の卵を産み
ます。2カ月後、産み落とされた卵の
殻をつきやぶって、赤ちゃんヤモリが
姿をあらわします。

『テントウムシ
 みっけ！』
構成・文／里中正紀
1,870円（徳間書店）

春、野原にはたくさんの虫たちが動き始めます。テントウ
ムシを見つけるには、エサとなるアブラムシがいるカラス
ノエンドウを探しましょう。テントウムシを触ってみると、
死んだふりをして、脚から黄色い汁を出します。

『たんぽぽは
 ひとがすき』
写真／埴 沙萠　
文／嶋田泰子
2,200円（ポプラ社）

タンポポは、背が低く光が届かないので、３つの作戦で太陽の
光を手に入れます。まわりの草が枯れる秋に葉を広げること、
ほかの植物が育ちにくいところで生きること、刈られても負け
ないこと。タンポポは人のそばで咲いています。

『みんなをつなぐ アイヌの糸』
写真・文／横塚眞己人
2,035円（ほるぷ出版）

アイヌの女性たちが織ってきたアット
ゥシと呼ばれる伝統的な布を、北海道
の雪子さんは60年以上織り続けてい
ます。それは、オヒョウの木の皮をは
いで、なめらかな内皮で糸をつくるこ
とから始まります。

『ひこうきが しゅっぱつします』
写真／岡田光司　文／岡田康子
1,650円（文研出版）

空港に到着した飛行機の、次の出発の準備
を整えるのが、グランドハンドリングの仕事
です。500人分の荷物や食べものなどを出
し入れし、準備を整え牽引車で飛行機を誘
導路に導くまでを、55分で済ませます。

『はたらく本屋』
写真／吉田亮人　文／矢萩多聞
2,420円（創元社）

大阪の長谷川書店で働くみのるさん
の一日を見ていきましょう。朝９時、
シャッターを潜り抜けて店内へ入り、
おじさんたちと開店準備。10時に開
店したら、接客や品出しなどで、あっ
という間に夜10時の閉店です。

『すいちゃんはいそがしい』
企画／こどもの視点ラボ
写真／てんてん
1,650円（Gakken）

すいちゃんの一日が始まりました。
公園やお買い物に行って過ごしま
す。その間にもあっちへ行ったり
こっちへ行ったりと、いろいろ動き
回る様子をとらえています。寝て
いる間もじっとしていません。

身のまわりで

発見する

こんな
写真絵本も！

新刊

新刊
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新刊絵本プレゼントの詳細は、このページの下欄をご覧ください。

※�JPIC直販の定期購読の方に、抽選で新刊絵本100冊から1冊をプレゼントします。巻末のアンケートハガキまたはホームページのアンケートフォーム�
から応募してください。

※出版社五十音順　※　は右開きの本。　は縦開きの本。

	 マークは乳幼児から、　　は中・高校生も楽しめる本です。

右 縦

『きたよ きたよ きせつのこ』
詩／杉本深由起
絵／吉田尚令
1,760円（あかね書房）

『ラクダで塩をはこぶ道 
	サハラ砂漠750キロの旅』
作／エリザベス・ズーノン
訳／千葉茂樹
1,980円（あすなろ書房）

『ダニーさんの ちゃぶだい』
企画／ダニー・ネフセタイ
作／なるかわしんご
1,980円（イマジネイション・プラス）

イスラエル生まれのダニーさんは、国
を守るために軍隊に入り、徴兵制を終
えると日本にやってきました。公園で
敵と思っていた国々の人たちと親しく
なり、平和を願う丸いちゃぶ台づくり
を始めることにしました。

忘れ物名人のはるこさんは、つくしの
坊やや小鳥のさえずりを取りに戻るの
で、なかなか春になりません。早起き
のなつおくん、静けさが好きなあきえ
さん、わんぱくなふゆたくん、どの子
も楽しい季節の子です。

ラクダのキャラバンで、タウデニから
トンブクトゥまで塩を運ぶ日がやって
きました。ぼくのラクダ、ラクマール
に岩塩を積んで出発です。商人の父さ
んと歩くサハラ砂漠の旅には、この先
どんなことが待っているのでしょう。

『ねたくない ちっちゃな パンダ』
作／デイヴィッド・ウォーカー
訳／ギョウ・ヤマグチ
1,870円（イマジネイション・プラス）

『空をとびたいルーカスと
	世界でいちばんたかい本の山』
作／ロシオ・ボニージャ
訳／中井はるの
2,310円（アチェロ）

『なつだね』
作／合田里美
1,870円（岩崎書店）

『いくぞ〜 ヒトデのほし』
絵／ともながたろ　
文／なかのひろみ
監修／木暮陽一、幸塚久典
1,650円（アリス館）

『100この タネが とんでった』
文／イザベル・ミニョス・マルティンス
絵／河野ヤラ政枝
訳／木下眞穂
1,650円（岩波書店）

『かきごおりの ゆきだるま』
作／山岡ひかる
1,320円（アリス館）

『そらのさんぽ』
詩／石津ちひろ
絵／荒井良二
1,540円（岩波書店）

『トドランド』
文／おおなり修司
絵／丸山誠司
1,540円（絵本館）

ここは、夢のトドランドです。マーク
はトド、ガイドもトド……。あちらも
こちらもトドだらけです。おみやげは
粘土のトド、パレードもトド！　トド
トドトドトド、リズムに乗って、トド
の世界を満喫です。

森のちっちゃなパンダは、友だちと遊
ぶのが大好きです。日が暮れておやす
みの時間になっても、まだ寝たくあり
ません。そこでママとパパは、ちっちゃ
なパンダが眠くなる方法を、いろいろ
と考えました。

ルーカスは小さなときからずっと、空
を飛びたいと思っていました。ママは

「とぶ方法は、ほかにもあるわ」と言っ
て1冊の本をくれました。夢中で本を
読むルーカス。その日からルーカスは
飛び始めたのです。

日差しや風、におい、海の色。五感で夏
の始まりを感じます。ランドセルを玄
関に放り投げて海へ行ってみると、た
くさんの人たちが夏を感じに来ていま
した。うれしくなって、思わず海へ走
りだしたくなります。

空の星たちが、海の底に棲んでいるヒ
トデに会いにやってきました。友だち
になれるかな。「目や口はどこにある
の？」「何を食べるの？」。星たちは興
味津々。50種類以上のヒトデが登場
し、その秘密に迫ります。

1本の松から飛びだした100個の種。
道路に落ちた10個、川に沈んだ20個、
石の上に落ちた10個、鳥に食べられた
25個……。種たちはどうなるの？　ド
キドキの大冒険です。

暑い夏のある日、ゆきだるまのコタは
「しろくまや」にかき氷を食べに出かけ
ることにしました。雲の合間から太陽
がのぞくと、今にも溶けてしまいそう
です。売り切れる前に、コタはやっと
お店に着くことができました。

川べりに並んで咲く菜の花、さえずり
の練習をするウグイス、かじったりん
ご、ネコ、空の雲……、すぐそばにある
光景をあたたかな言葉で紡いだ20編
の詩がおさめられています。声に出し
て味わってみませんか？

2025年6〜8月に発売された新刊絵本の中から、
読みきかせにもおすすめの100冊を選びました。
子どもたちとすてきな時間を過ごしてください。

博物館で出合える恐竜の化
石からは、大きさ、食べてい
たもの、同じ時代に生きて
いた動物など、いろんなこ
とがわかります。スピノサ
ウルスやディプロドクスな
ど、ステンシルでカラフル
に描かれた恐竜たちです。

『はじめてであう きょうりゅう』
作／バスチャン・コントレール
訳／真鍋 真
2,200円（岩波書店）

編集の三輪侑紀子さんより ――――――――――――――――

そぎ落とした表現とデザイン的な発想の楽しさがぎゅっとつまっ
た、異色の恐竜絵本ができました。ページをめくれば「恐竜って
どんな生きもの？」「何を食べていたのかな？」など、恐竜に興味
を持ち始めた小さな子と一緒に知りたい基本のポイントが、ス
マートに紹介されています。翻訳は、恐竜博士の真鍋真先生。最
新の研究結果もふまえ、あたたかな語り口で丁寧に訳してくだ
さいました。プレゼントにもおすすめです！

『ポタポタ ぴちゃん！』
作／中垣ゆたか
1,540円（岩崎書店）

『おっ！』
作／高畠 純
1,540円（絵本館）

誰かの後ろ姿が、ページをめくると振
り向いて「おっ！」。動物の愉快な顔が
あらわれて思わず笑顔です。とぼけた
表情が楽しくて何度もめくりたくなり
ます。動物の後ろ姿から振り向いた表
情を想像してみましょう。

ポタポタぴちゃん！　しずくの音から
始まり、次から次へとオノマトペがつ
ながっていきます。楽器の音あり、動
物の鳴き声あり、大きな音から小さな
音までテンポよく進み、登場人物も増
えてとてもにぎやかになりました。

『きいろいバス』
作／ローレン・ロング
訳／林 木林
1,980円（あすなろ書房）

『ねこのいえで』
作／高橋和枝
1,650円（アリス館）

ネコのちーこがいなくなりました。
ちーこはずっと家の中で暮らしてきた
ので、外の世界を知りません。見つか
らなかったらどうしよう。迷子のチラ
シをつくって近所に配って探すことに
しました。

お日さまのようにピカピカな黄色
いスクールバスは、子どもや老人
たちを大切な場所から大切な場
所へと運んでいました。時は流
れ、動かなくなったバスは、川べ
りに置き去りにされ、忘れられよ
うとしていました。

右

右

『まるで むかしばなし のような 
	 ハンス・クリスチャン・アンデルセンの一生』
文／ジェイン・ヨーレン
絵／ブルーク・ボイントン–ヒューズ
訳／福本友美子
1,760円（岩崎書店）

母親は、字は読めないけれど、聞いた
ことのあるおはなしは全部覚えていま
した。そのおはなしを聞いて育った男
の子は、いつの日か詩人か作家になり
たいと思っていましたが、大きくなる
まで学校に行けませんでした。

著作権保護コンテンツ



※JPIC 読書アドバイザーおすすめ !

プログラム（各10〜15分）小学校低学年プログラム（各10〜15分）小学校高学年 プログラム（各10〜15分）小学校中学年

プ ロ グ ラ ム1　〜 3　月 の

『しめかざり』
文・絵／森 須磨子
1,430円（福音館書店）

お正月に飾る、注
し め

連飾り。ワラからつくるのは
同じでも、その形は、地域や飾る場所によって
いろいろで、さまざまな思いが込められてい
ます。

新しい年

『さっちゃんのてぶくろ』
作／内田麟太郎　絵／つちだのぶこ
1,430円（金の星社）

さっちゃんが、なくした手袋を探していると、
雪の下から「手袋がほしい……」とおじさんの
声がしました。雪を掘ってみると、それは、大
きな手袋でした。

冬

『おにとふくのかみ』
脚本／千田一彦　絵／福田庄助
2,090円（童心社）

ふたつの山に挟まれた小さな村がありました。
北の冬山にすむ鬼に乱暴されて困った村人た
ちは、南の春山にすむ福の神に相談することに
しました。

紙芝居

『おおきくなったら  
	きみはなんになる？』
文／藤本ともひこ　絵／村上康成　1,540円（講談社）

なりたいもの、なりたい自分になるため、いろ
んなことをたくさんしてみよう！　卒園・卒業を
迎える子どもたちを励まし、エールを送ります。

卒園・卒業

『やさしい おともだち』
原作／武田雪夫　脚本・絵／瀬名恵子
2,090円（童心社）

お百姓さんの馬小屋では、馬とネズミたちが
仲よく暮らしていました。ある晩、馬小屋が火
事になりましたが、綱が邪魔をして、馬は逃げ
ることができません。

紙芝居

行 事 絵 本・季 節 の 絵 本

対象別おはなし会のプログラムです。
ここで紹介する絵本や紙芝居は、
ご家庭での読みきかせにもおすすめです。
ブックガイドとしてもご活用ください。

テーマ： 冬には欠かせません1月

❶

❶

❶❶『ぽとんぽとんは なんのおと』
作／神沢利子　絵／平山英三
1,320円（福音館書店）

ぼうやが耳にする音は少しずつ春へ向かう音。
母子の会話から春の近づき具合がわかります。

❷『だって春だもん』
写真・文／小寺卓矢　1,540円（アリス館）

クマの親子が駆け出した先はこの森かもしれ
ませんね。一緒に春の訪れを楽しみましょう。

❸『おなべおなべ にえたかな？』
作／こいでやすこ　
1,320円（福音館書店）

おなべとやりとりして、春のスープは大成功
です！　どんな味かな？　おなかがすいてき
たね。

❶『かえるをのんだ ととさん』
再話／日野十成　絵／斎藤隆夫
1,320円（福音館書店）

何の日でしょうか？ 鬼が登場したところで、
「鬼の嫌いな日は？」とヒントを出すと、「わ
かった！」の声が上がりそうですね。

❷『チョコレートがおいしいわけ』
作／はんだのどか　1,650円（アリス館）

14日はバレンタインデー。長い旅をするカカ
オのことを、裏見返しの地図で伝えましょう。

❸『ねこのおふろや』
文／くさかみなこ　絵／北村裕花　
1,650円（アリス館）

22日はネコの日、この日は特別サービスがあ
りそう……。みんなはどのお風呂に入りたい？

❶『みかんのひみつ』
監修／鈴木伸一　写真／岩間史朗
1,430円（ひさかたチャイルド）

みかんのひみつが満載です。おうちでも話題
にできるよう、ゆっくり読みきかせをします。

❷『わたしのゆたんぽ』
作／きたむらさとし　1,320円（偕成社）

湯たんぽになじみがない子が大半でしょうか。
エコな暖房器具で、ペットボトルでも代用で
きるんだよと、補足説明をしましょう。

❸『トムがてぶくろおとしたら』
文／ジム･エイルズワース　
絵／バーバラ･マクリントック
訳／福本友美子　1,760円（犀の工房）

暖を求める動物たちの気持ちになって読むと、
驚きの結末に、さらに盛り上がります。

❷

❷

❷

テーマ： ２月のいろんな記念日 2月

テーマ： 春を知らせます3月

テーマ： 今年は午年テーマ： 午年の初読み 1月1月

❶❶

❶

❶

❶

❶

❶『なんでもできる!?』
作／五味太郎
1,320円（偕成社）

人と馬の掛け合いで進む展開を元気に読みま
しょう。ふたりで読み合っても楽しいです。前
向きな気持ちで一年を始められますよ。

❷『空とぶ馬と七人のきょうだい 
	 モンゴルの北斗七星のおはなし』
文／イチンノロブ・ガンバートル
絵／バーサンスレン・ボロルマー　訳／津田紀子
1,760円（あかつき教育図書）

次はじっくり昔ばなしの世界に入ってもらい
ましょう。星を見る目が変わるかもしれま
せん。

❶『あけましておめでとう』
文／中川ひろたか　絵／村上康成
1,540円（童心社）

この絵本のお正月の風景は今は珍しいかもし
れませんが、新年を祝う気持ちは昔も今も変
わらないと思います。

❷『十二支のしんねんかい』
文／みきつきみ　画／柳原良平
1,210円（こぐま社）

はっきりと、リズミカルに読みましょう！ 最
後のページの干支の紹介は厳かに、大げさに
読んでみてください。

❸『この世でいちばん すばらしい馬』
作・絵／チェン・ジャンホン　訳／平岡 敦
2,090円（徳間書店）

2026年の干支の午（馬）が出てくる本を読み
ます。と言って読み始めてもいいですね。

❶『ゆきの ゆきちゃん』
作／きくちちき
2,750円（ミシマ社）

ゆきちゃんと一緒に、雪の中で思いきり跳ね
ましょう。詩的な言葉はリズミカルに読むと、
楽しさが伝わりますよ。

❷『こんこんさまに 
	 さしあげそうろう』
作／森 はな　絵／梶山俊夫
1,870円（PHP研究所）

厳しい冬の世界ですが、母子ギツネの愛情や、
キツネと共存しようとする人間の姿に、気持
ちはほっこりあたたかくなります。

❶『ぼくが見える？』
作／パク・ジヒ　訳／おおたけきよみ
1,540円（光村教育図書）

ヨンウくんが勇気を出して踏みだす一歩を、
応援したくなりますね。韓国の絵本だと教え
てあげると、名前もなるほどと思います。

❷『おおきなかべが あったとさ』
文／サトシン　絵／広瀬克也
1,650円（文溪堂）

次々にあらわれる壁を乗り越えていくのは爽
快です。みんなの力で越えていくシーンでは、
声を合わせてどーんと倒せたらいいですね。

❸『しあわせに なあれ』
詩／弓削田健介　絵／松成真理子　
1,430円（瑞雲舎）

言葉と絵をじっくり味わってもらえるよう、
ゆっくりと読みます。子どもたちが幸せになっ
てほしい、と願いをこめて読み終えます。

❶『いっすんぼうし』
作／いしいももこ　絵／あきのふく
1,210円（福音館書店）

昔ばなしを語るように読むのが理想ですが、
難しければ、せめてゆったり読みましょう。

❷『オニのサラリーマン』
文／富安陽子　絵／大島妙子 
1,760円（福音館書店）

最後のページの「わし、オニでんねん。すんま
へん」のところは、なりきってどうぞ。

❶『あさになったので
	 まどをあけますよ』
作／荒井良二
1,430円（偕成社）

東日本大震災の直後に作者が思いを込めて制
作した絵本です。その思いが伝わるように読
みます。

❷『とべ！ ちいさいプロペラき』
作／小風さち　絵／山本忠敬
1,320円（福音館書店）

クライマックスの小さなプロペラ機が飛び立
つシーンは、臨場感たっぷりと。

❸『おとなからきみへ』
作／サトシン　絵／羽尻利門　
1,760円（主婦の友社）

「みなさんを、ずっとずっと応援しているよ！」
という思いを込めて。

❷

❸

❸

❸

❸

❷

❸

❸

❷

❷

❷

❷

テーマ： 雪の森の中では2月

テーマ： 昔ばなしの鬼と現代の鬼??2月

テーマ： 君にエールをおくります3月

テーマ： 新年度へ旅立ちのときに3月

※当財団（JPIC）では読書を通して国民の生涯学習推進・読書活動の推進のために、1993年より「JPIC読書アドバイザー養成講座」を開設。読書や出版について体系的に学習する講座です。
　JPIC読書アドバイザークラブ（JRAC）とはこの講座の修了生の有志により自主活動しているクラブ。全国に約660名が在籍、地域のおはなし会などで活躍しています。

（岩井淳子）（横山裕美） （粟生真弓） （安冨ゆかり）
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子
育
て
サ
ロ
ン
で
お
母
さ
ん
た
ち
に

絵
本
を
読
む
「
マ
マ
絵
本
」

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
併
設
の
認
定
こ
ど
も

園
で
行
う「
く
り
く
り
ら
ん
ど
」以
外

に
、毎
年
、地
域
の
子
育
て
サ
ロ
ン
で
も

絵
本
の
読
み
き
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
「
ママ
絵
本
」
と
称
し
て
お
母

さ
ん
た
ち
に
絵
本
を
読
む
活
動
を
し

て
い
る
一
環
で
、
す
ぐ
そ
ば
で
学
生
た

ち
も
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
読
ん
で

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
は
１
～

２
歳
ぐ
ら
い
と
、「
く
り
く
り
ら
ん
ど
」

と
は
異
な
る
年
齢
層
な
の
で
、
絵
本
の

選
び
方
が
違
っ
て
き
ま
す
し
、
人
形
劇

な
ど
視
覚
的
な
注
目
を
集
め
る
こ
と

も
大
切
に
な
り
、
学
生
た
ち
は
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
読
み
き
か
せ
に

集
中
し
て
く
れ
る
の
で
、
お
母
さ
ん
た

よ
い
も
の
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　

学
生
た
ち
を
見
て
い
て
も
、ほ
と
ん

ど
が
絵
本
に
い
い
印
象
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、絵
本
か
ら
何
か
を
得
る

と
い
う
よ
り
も
、
う
れ
し
い
、
心
地
よ

い
、楽
し
い
な
ど
、あ
た
た
か
い
記
憶
に

つ
な
が
る
大
事
な
も
の
が
そ
こ
に
あ
る

か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
で
忘
れ
て
い
る
気
持
ち

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
絵
本
を

「
ママ
絵
本
」
で
読
ん
で
い
る
の
は
、私

が
「
マ
マ
た
ち
に
こ
そ
読
み
た
い
絵
本

１
０
０
冊
」
と
し
て
選
ん
だ
絵
本
で

す
。
私
自
身
が
母
と
し
て
読
ん
で
み

て
、
忙
し
さ
や
子
育
て
の
大
変
さ
の
た

め
に
忘
れ
て
い
る
気
持
ち
や
感
覚
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
絵
本

を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
よ
く
読
む
の
は『
た
い
せ
つ

な
こ
と
』や『
ち
ょっ
と
だ
け
』で
す
が
、

ま
ず
子
育
て
の
悩
み
を
話
し
合
っ
て
か

ら
絵
本
を
読
む
こ
と
が
多
い
の
で
、
何

冊
か
用
意
し
て
いっ
て
、
悩
み
の
内
容

や
集
ま
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
の
雰
囲
気

に
合
っ
た
作
品
を
そ
の
場
で
選
ぶ
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
子
ど
も
に
怒
っ
て
ば
か

り
と
い
う
お
母
さ
ん
に
は
『
お
こ
り
ん

ぼ
ママ
』や『
ぼ
く 

お
か
あ
さ
ん
の
こ
と

ち
も
安
心
し
て
「
ママ
絵
本
」
を
楽
し

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
ママ
絵
本
」を
始
め
た
の
は
、保
育
の

現
場
に
い
た
こ
ろ
の
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。「
子
ど
も
に
絵
本
を
読
ま
な
く

ち
ゃ
」「
絵
本
は
何
歳
か
ら
読
ん
だ
ほ

う
が
い
い
？
」な
ど
、お
母
さ
ん
た
ち
は

絵
本
や
読
み
き
か
せ
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、私
は
親

子
で
絵
本
タ
イ
ム
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
し
、
今
も
そ
う
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、お
母
さ
ん
た
ち
に
絵
本
を

好
き
に
な
って
ほ
し
い
。
そ
し
て
、「
ママ

絵
本
」
を
通
し
て
「
あ
な
た
が
い
て
く

れ
る
だ
け
で
幸
せ
」
と
い
う
無
条
件
に

わ
が
子
を
愛
す
る
気
持
ち
や
、「
あ
な

た
の
こ
と
が
と
て
も
大
切
」
と
い
う
わ

が
子
を
い
と
お
し
く
思
う
気
持
ち
を

再
確
認
す
る
こ
と
で
、お
母
さ
ん
た
ち

…
』（
文
溪
堂
）
を
。
一
生
懸
命
す
ぎ

る
ぐ
ら
い
子
育
て
に
ま
っ
す
ぐ
な
お
母

さ
ん
に
は
『
今
日
』
や
『
お
か
あ
さ
ん

だ
も
の
』（
ア
リ
ス
館
）な
ど
と
い
う
具

合
で
す
。

　

絵
本
を
読
ん
で
い
る
と
涙
を
流
さ

れ
る
お
母
さ
ん
も
い
ま
す
し
、「
大
人

で
も
絵
本
で
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ

る
ん
だ
」「
改
め
て
絵
本
が
好
き
と
再

確
認
で
き
た
」「
育
児
中
は
自
分
が
あ

と
回
し
に
な
り
が
ち
だ
か
ら
、自
分
の

た
め
に
読
ん
で
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
絵
本
体
験
に
は

保
育
者
の
チ
ョ
イ
ス
が
大
事

　

保
育
の
現
場
で
子
ど
も
た
ち
が
豊

か
な
絵
本
体
験
を
得
る
に
は
、
保
育

者
に
よ
る
チ
ョ
イ
ス
が
と
て
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
学
生
た
ち
に
は
、ま
ず
た

く
さ
ん
の
絵
本
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
し
、
実
際
に
触
れ
て
ほ
し
い
と

思
って
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、大
学
の
図
書
館
に

新
し
く
絵
本
を
入
れ
る
際
に
は
「
こ
の

本 

読
ん
で
！
」
な
ど
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
ジ
ャ
ン
ル
や
作
者
な
ど
が
で
き

る
だ
け
偏
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
、「
私
の
好
き
な
絵
本
」

の
笑
顔
が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

絵
本
の
魅
力
は

幸
せ
な
時
間
を
つ
く
り
だ
せ
る
こ
と

　

子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
そ
う
い
う
環

境
で
育
つ
こ
と
は
幸
せ
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

特
に
乳
幼
児
に
と
っ
て
、
絵
本
は
大

好
き
な
身
近
な
大
人
に
読
ん
で
も
ら

う
も
の
。
そ
の
時
間
は
心
地
よ
い
言
葉

の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
よ
う
な
幸
せ
な

時
間
で
、
そ
れ
を
つ
く
り
だ
せ
る
こ
と

が
絵
本
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
や
成
長
を
促
す
た
め

で
は
な
く
、「
お
母
さ
ん
自
身
が
読
み

た
い
」「
子
ど
も
と
一
緒
に
読
み
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
で
読
む
こ
と
で
、
そ
の

時
間
や
空
間
が
子
ど
も
に
とって
心
地

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
学
生
が
絵
本
を
持

ち
寄
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
惹

か
れ
た
の
か
を
伝
え
合
う
こ
と
も
し

て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
書
店
で
ひ
と
目
ぼ
れ
し

て
以
来
、か
が
く
い
ひ
ろ
し
さ
ん
の『
お

も
ち
の
き
も
ち
』（
講
談
社
）
が
大
好

き
で
、学
生
の
前
で
思
わ
ず
熱
弁
を
ふ

る
って
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
か

が
く
い
さ
ん
の
絵
本
の
主
役
は
人
間
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
間
的
な
心
理

が
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
好
ま
し

く
な
い
よ
う
な
面
も
い
と
お
し
く
思

え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

今
、
私
の
イ
チ
推
し
は
『
が
ま
ん
の

ケ
ー
キ
』（
教
育
画
劇
）。「
こ
の
本 

読

ん
で
！
」
89（
２
０
２
３
年
冬
）号
で
か

が
く
い
さ
ん
の
お
人
柄
に
触
れ
て
、
ま

す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
絵
本
か
ら

「
お
も
し
ろ
い
」「
素
敵
だ
な
」「
こ
の
絵

い
い
な
」
な
ど
、何
か
を
感
じ
て
ほ
し
い

と
思
って
い
ま
す
。
保
育
者
自
身
が
絵

本
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
子
ど

も
た
ち
に
伝
わ
り
、「
読
み
た
い
」「
一

緒
に
味
わ
い
た
い
」
と
思
っ
て
く
れ
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

　

絵
本
に
興
味
を
持
っ
て
楽
し
み
な

が
ら
そ
ん
な
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
、

子
ど
も
と
一
緒
に
絵
本
を
楽
し
め
る

保
育
者
に
な
って
ほ
し
い
で
す
ね
。

保
育
現
場
の
先
生
た
ち
は
、養
成
校
で
絵
本
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

中
京
学
院
大
学
短
期
大
学
部
の
事
例
を
栗
岡
洋
美
さ
ん
に
伺
う
2
回
目
で
す
。 

取
材
・
文
／
荒
木
晶
子

最
終
回

栗岡洋美 くりおか・ひろみ

中京学院大学短期大学部保育科准教授。
保育の現場を経て、2014年より現職。専門
分野は保育学、教育学。パパ絵本・ママ絵
本、保育の中のわらべ歌遊びなどを研究テー
マとしている。保育に関する書籍執筆のほか、

「乳幼児の発達と絵本」などの講座、「子育
て支援事業におけるママ絵本活動の効果」
などの学会発表も積極的に行っている。

『おこりんぼママ』
作／ユッタ・バウアー
訳／小森香折
1,375円（小学館）

『ちょっとだけ』
作／瀧村有子
絵／鈴木永子
1,320円（福音館書店）

『たいせつなこと』
作／マーガレット・ワイズ・ブラウン
絵／レナード・ワイスガード
訳／うちだややこ
1,595円（フレーベル館）

『今日』
訳／伊藤比呂美
画／下田昌克
1,540円
（福音館書店）

著作権保護コンテンツ
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と

1910（明治43）年に開校された平塚盲学校は、幼稚部から高
等部（本科普通科、専攻科）までの教育課程があり、寄宿舎も
併設されています。写真は左から学校司書・池谷晶子さん、教
務部教諭・畑谷克枝さん、小学部教諭・滝口千代さん、幼稚
部教諭・田中麻衣さん。

幼
稚
部
　

発
語
の
な
か
っ
た
子
が
、

絵
本
を
き
っ
か
け
に「
コ
ロ
リ
ン
コ
」

「
コ
ロ
コ
ロ
」と
声
を
出
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
絵

本
の
言
葉
を
口
に
し
て
い
る
姿
を
見

る
と
、教
員
は「
さ
っ
き
読
ん
だ
お
は

な
し
だ
！
」と
気
づ
き
、思
わ
ず
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。

畑
谷
さ
ん
（
以
下
、
教
務
部

）　

声

の
調
子
ま
で
、教
員
と
同
じ
よ
う
に

真
似
す
る
子
も
多
い
で
す
ね
。

小
学
部
　
『
も
り
も
り
く
ま
さ
ん
』

で
は
、「
も
り
も
り 

も
り
も
り 

お
か

わ
り 

も
り
も
り 

も
り
も
り　

た
べ

ち
ゃ
っ
た 

わ
お
！
」と
リ
ズ
ム
を
つ

け
て
読
む
の
が
定
番
で
す
。

幼
稚
部
　

そ
の「
わ
お
！
」の
と
こ

ろ
は
、み
ん
な
で
一
緒
に
声
を
そ
ろ

え
る
の
が
お
約
束
。
私
も
好
き
な

『
お
ー
な
み
こ
な
み 

ざ
ぶ
ん
！
』の
絵

本
に
は
、歌
が
出
て
き
ま
す
。
調
子
が

は
ず
れ
る
先
生
も
い
ま
す
け
れ
ど
、

そ
れ
が
ま
た
楽
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

教
務
部
　

絵
本
の
言
葉
は
授
業
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
私
が
担

当
し
て
い
る
お
子
さ
ん
も
、絵
本
か

ら
培
っ
た
言
葉
を
授
業
で
自
然
に

使
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
に
絵
本
や
歌
で
ふ
れ

た
言
葉
や
リ
ズ
ム
は
、そ
の
後
の
学

び
を
助
け
る
大
切
な
基
盤
に
な
り
ま

す
。
読
書
を
通
し
て
「
幼
稚
園
で

触
っ
た
よ
」「
見
た
よ
」と
い
う
体
験

の
積
み
重
ね
は
、そ
の
子
に
と
っ
て

の
大
き
な
土
台
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、そ
の
体
験
が
豊
か
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、文
章
を
読
ん
だ
と
き
に
イ

メ
ー
ジ
を
広
げ
る
力
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
す
。

点
字
で
も
、音
声
で
も
。

広
が
る
読
書
の
世
界	

─
─
授
業
と
読
書
活
動
は
、ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
ま
す
か
。

小
学
部
　

１
〜
６
年
生
の
国
語
の

授
業
の
中
で
、「
図
書
館
と
仲
よ
し
」

な
ど
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
の

ク
ラ
ス
で
は
、朝
の
会
の
前
に
読
書
の

時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、週

に
２
回「
課
題
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
国
語
の
授
業
で
、お
も
に
絵
本

の
読
み
き
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
日
の
給
食
に
出
る
メ

ニ
ュ
ー
に
合
わ
せ
て
絵
本
を
読
む
ク

選
書
の
鍵
は
、言
葉
の
響
き
。

体
験
活
動
で
理
解
を
深
め
る

─
─
幼
稚
部
で
の
読
書
支
援
で
は
、

ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
や
、絵
本
に
登
場

す
る
も
の
に
ふ
れ
る
体
験
、さ
ら
に
動

作
と
言
葉
を
結
び
つ
け
る
工
夫
が
大
切

だ
と
伺
い
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
（
以
下
、
幼
稚
部

）　

も
う

ひ
と
つ
大
事
な
の
は
音
の
響
き
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、擬
音
が
大
好
き
。
リ

ズ
ム
の
あ
る
言
葉
に
ふ
れ
る
と
、自

分
か
ら
言
葉
を
出
し
て
み
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
す
。
私
た
ち

は
そ
う
し
た
体
験
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、カ

レ
ー
の
日
に
は『
ぐ
る
ぐ
る
カ
レ
ー
』

を
読
む
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
生
活

と
読
書
を
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

池
谷
さ
ん　

小
学
部
の
先
生
方
が
児

童
と
一
緒
に
図
書
館
へ
来
て
、絵
本

を
選
ん
で
い
か
れ
る
姿
も
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
と
く
に
給
食
に
関
連
す
る

「
食
べ
物
の
本
」は
人
気
で
、子
ど
も

た
ち
の
反
応
も
い
い
で
す
ね
。

─
─
学
年
が
上
が
る
と
、ど
う
な
り
ま

す
か
。

小
学
部
　

生
活
科
の
ま
ち
探
検
の

一
環
と
し
て
、
地
域
の
図
書
館
へ

行
っ
た
学
年
も
あ
り
ま
す
し
、６
年

生
で
は
公
共
図
書
館
へ
行
く
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
部
で
は
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
、本
で
調
べ
る
学
習
に
広
が
り
ま

す
。
修
学
旅
行
に
関
連
す
る
資
料
を

探
し
た
り
、家
庭
科
の
授
業
で
レ
シ
ピ

を
調
べ
た
り
。
授
業
と
図
書
館
利
用

が
し
っ
か
り
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

─
─
読
書
支
援
の
方
法
は
、成
長
と
と

も
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

滝
口
さ
ん
（
以
下
、
小
学
部

）　

幼
稚

部
か
ら
の
流
れ
を
受
け
て
、具
体
物

に
ふ
れ
る
体
験
を
続
け
て
い
ま
す
。

加
え
て
、本
に
合
わ
せ
た
体
験
活
動

を
読
書
の
た
び
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、松
ぼ
っ
く
り
を
拾
っ

て
転
が
し
て
み
た
り
、お
に
ぎ
り
の

絵
本
で
は
お
に
ぎ
り
に
な
り
き
っ
て

転
が
っ
た
り
。『
お
お
き
な
か
ぶ
』で

は
、み
ん
な
で
か
ぶ
を
引
っ
ぱ
る
な

ど
、言
葉
と
行
動
を
結
び
つ
け
て
学

べ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

幼
児
期
の
読
書
体
験
が
育
む

イ
メ
ー
ジ
の
力

─
─
選
書
の
際
は
、ど
の
よ
う
な
点
を

意
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

小
学
部
　

小
学
部
で
も
音
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、覚
え
や

す
い
リ
ズ
ム
の
言
葉
や
、繰
り
返
し

の
表
現
が
出
て
く
る
本
を
選
ぶ
こ
と

が
多
い
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
は
耳

か
ら
入
る
言
葉
の
響
き
に
敏
感
で
、

「
こ
れ
好
き
！
」と
す
ぐ
反
応
し
て
く

れ
ま
す
。

　

調
べ
る
資
料
は
点
字
で
す
。
生
徒

に
よ
っ
て
案
内
す
る
資
料
は
異
な
り

ま
す
が
、質
問
を
自
分
で
ま
と
め
て

聞
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、授
業

の
大
切
な
ね
ら
い
で
す
。

幼
稚
部
　

中
学
部
の
教
員
に
よ
る

と
、多
く
の
生
徒
が「
サ
ピ
エ
図
書
館

（
視
覚
障
が
い
者
向
け
に
点
字
や
音

声
で
読
め
る
電
子
図
書
を
提
供
す
る

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」を
活
用
し
て

い
ま
す
。
サ
ピ
エ
図
書
館
に
は
、耳
で

聞
く
デ
イ
ジ
ー
図
書
や
点
字
図
書
が

あ
り
、専
用
の
点
字
携
帯
端
末
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
し
ま
す
。
こ

う
し
た
音
声
図
書
を
日
常
的
に
聞
く

こ
と
は
、中
学
部
の
生
徒
に
と
っ
て

当
た
り
前
の
読
書
ス
タ
イ
ル
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

─
─
読
書
好
き
の
生
徒
さ
ん
が
多
い
の

で
す
ね
。

幼
稚
部
　

あ
る
生
徒
は
乳
幼
児
相

談
の
こ
ろ
か
ら
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

本
を
借
り
に
来
て
お
り
、そ
の
習
慣

を
ず
っ
と
続
け
て
き
ま
し
た
。
中
学

部
に
な
っ
た
今
で
は
、自
分
の
機
器

に
図
書
を
取
り
込
み
、耳
で
本
を
楽

し
む
こ
と
が
日
常
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た「
読
む
・
聞
く
」を
継
続
す

る
姿
勢
は
、本
校
の
中
学
部
の
子
ど

も
た
ち
に
広
く
見
ら
れ
る
特
徴
で
す
。

教
務
部
　

幼
児
期
に
読
ん
で
も
ら

う
経
験
か
ら
始
ま
り
、小
学
部
で
は

点
字
を
学
び
、自
分
で
読
む
喜
び
を

知
る
。
そ
し
て
、中
学
部
に
な
る
と
デ

イ
ジ
ー
図
書
な
ど
の
機
器
を
使
い
、

好
き
な
本
を
自
由
に
楽
し
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
一
歩
ず
つ
読

書
の
世
界
を
広
げ
て
い
く
姿
は
、目

の
見
え
る
子
ど
も
た
ち
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
視
覚
に
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

本
を
楽
し
む
力
は
同
じ
よ
う
に
育
っ

て
い
く
の
で
す
。

─
─
次
回
は
、学
校
図
書
館
の
使
い
方

や
寄
宿
舎
で
の
読
書
活
動
、そ
し
て
先

生
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

神奈川県立平塚盲学校では、幼稚部から高等部まで、多彩な読書活動が行われています。
前回は、幼児期から始まる読書体験を紹介しました。第２回となる今回は「読書支援編」。

小学部を中心に、絵本や本との出会いがどのように学びへとつながっていくのか、先生方の取り組みとともにお届けします。
取材・文／小山まゆみ

第19回すべての子どもたちに笑顔を

『おおきなかぶ　
	ロシアの昔話』
再話／Ａ．トルストイ　
訳／内田莉莎子　
画／佐藤忠良
1,320円（福音館書店）

『おーなみこなみ 
	ざぶん！』
作／長野ヒデ子　
絵／西村繁男
1,430円（佼成出版社）

『もりもりくまさん』
作／長野ヒデ子　
絵／スズキコージ
1,320円（鈴木出版）

『ぐるぐるカレー』
作／矢野アケミ
1,100円（アリス館）

著作権保護コンテンツ
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